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議会だより ２

漂着木造船緊急対策事業・
　プレミアム付商品券事業等
　　計1,785万6千円を補正

（写真）五厘沢の海岸に漂着した木造船の撤去

　第２回定例会　こんなことが決まりました！

　第２回定例会は６月 13 日に開会し、５議員が一般質

問を行い、報告や承認、条例改正や補正予算等の議案を

審議し、会期を１日残して閉会しました。

＜一般会計＞

◇江差小学校電話設備更新（H30 専決処分）

63 万 8 千円（全額一般財源）

　・電話機の発着信ができない不具合解消のため、電話

　　設備を春休み中に全て更新したもの。

◇漂着木造船緊急対策事業（H31 専決処分）

　101 万 5 千円（全額一般財源）

　・五厘沢海岸に木造船が漂着し、定置網への影響が出

　　ることから引揚げし処分したもの。

◇プレミアム付き商品券事業

　510 万 9 千円（全額国庫支出金）

　・消費税率 10％への引き上げに伴うプレミアム付き商

　　品券発行に係る経費の補正。

◇上ノ国町子ども発達支援センター負担金

109 万 1 千円（全額一般財源）

　・道補助金の対象外経費を返還するための負担金補正。

◇保育所広域入所　　　　  145 万 6 千円（全額一般財源）

　・町外勤務先での 0 歳児入所にかかる委託経費の補正。

◇風しん追加的対策事業

212 万 5 千円（国庫支出金他）

　・新たに予防接種対象者となる方の抗体検査等の経費。

◇経営所得安定対策　　　　 77 万 9 千円（全額道支出金）

　・江差町地域農業再生協議会への所得安定推進等補助。

◇森林環境譲与税基金積立

275 万 4 千円（その他特定財源他）

　・森林環境譲与税条例の制定に伴う基金への積立。

◇生涯学習バス更新　　　　701 万 7 千円（全額一般財源）

　・老朽化した生涯学習バスの買い換えをするもの。

◇債務負担行為補正

　・緊急通報システムセンター装置更新のための備荒資

　　金組合への償還に伴う債務負担行為。

補正予算（専決含む）の主な事業

会計年度 今回補正額 補正後の予算額

平成 30年度 63 万 8千円 55 億 9,742 万 4 千円

平成 31 年度 1,785 万 6 千円 59 億 300 万 6千円

定例会補正予算の概要



議員から質疑 !（抜粋）

　

公
共
工
事
の
発
注
方

法
は
、
指
名
選
定
委
員

会
で
論
議
さ
れ
る
が
、

一
括
発
注
及
び
分
離
発

注
は
ど
の
よ
う
に
し
て

決
定
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
要
項
等
の
整

備
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

工
事
全
体
に
よ
る
工

事
割
合
や
工
程
、
現
場

の
施
工
性
、
安
全
管
理

な
ど
を
十
分
考
慮
し
、

総
合
的
に
判
断
し
て
決

定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
要
項
整
備
は
、

今
後
協
議
し
て
い
く
。

　

安
け
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
分

離
発
注
し
た
ら
経
費
が

割
高
に
な
る
。

　

ま
た
、
総
合
管
理
、

責
任
の
所
在
も
問
題
に

な
る
。
総
合
評
価
が
大

事
で
は
な
い
の
か
。

　

工
事
内
容
、
全
体
を

考
え
て
発
注
し
て
お
り
、

確
か
に
分
け
る
こ
と
に

よ
り
経
費
は
高
く
な
る

た
め
、
総
合
的
に
判
断

し
て
発
注
を
し
て
い
く
。

QⒶ

【
条
例
制
定
・
改
正
】

・
江
差
町
総
合
計
画
策
定
条
例
の
制
定

　
　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
計

　

画
の
定
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

　

に
、
策
定
審
議
会
へ
の
諮
問
や
議
会

　

に
よ
る
議
決
等
、
策
定
手
続
き
に
関

　

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

・
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
が
開
始

　

さ
れ
る
た
め
、
基
金
を
積
み
立
て
、

　

適
正
に
管
理
及
び
運
営
す
る
た
め
に

　

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

・
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　
　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費

　

の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

　

に
伴
う
条
例
の
改
正
。

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　
　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
課
税

　

免
除
及
び
非
課
税
の
要
件
を
北
海
道

　

の
取
り
扱
い
に
合
わ
せ
る
た
め
の
条

　

例
の
改
正
。

・
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
改
正

　
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
介

　

護
保
険
料
の
軽
減
措
置
の
強
化
を
目

　

的
と
し
た
施
行
令
等
に
伴
う
条
例
の

　

改
正
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

　

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
の
一
部
改
正

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

　

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　
　

国
の
改
正
に
伴
う
条
例
の
改
正
。

【
そ
の
他
】

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の

　

変
更

　
　

過
疎
債
を
活
用
す
る
た
め
、「
水

　

堀
排
水
機
場
長
寿
命
化
対
策
」
等
を

　

計
画
に
追
加
搭
載
す
る
も
の
。

・
北
海
道
市
町
村
総
合
組
合
規
約
の
変

　

更

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　

規
約
の
変
更

・
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

　

償
等
組
合
規
約
の
変
更

　
　

加
入
団
体
の
脱
退
に
伴
い
規
約
の

　

一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結

［
工
事
名
］
新
陣
屋
団
地
３
号
棟
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　

 

主
体
・
外
構
工
事

［
契
約
金
額
］
８
，
１
９
５
万
円

［
契
約
相
手
］
株
式
会
社
前
田
組

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結

［
工
事
名
］
江
差
北
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
改
修
工
事

［
契
約
金
額
］
５
，
４
８
３
万
５
千
円

［
契
約
相
手
］
亀
田
工
業
株
式
会
社

・
財
産
の
取
得

［
取
得
財
産
］
除
雪
ド
ー
ザ
ー
１
台

［
契
約
金
額
］
１
，
８
９
２
万
円

［
契
約
相
手
］
㈲
山
崎
自
動
車
商
会

・
財
産
の
取
得

［
取
得
財
産
］
学
校
校
務
用

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１
０
０
台

［
契
約
金
額
］
１
，
１
８
１
万

　
　
　
　
　
　

５
，
２
０
０
円

［
契
約
相
手
］
株
式
会
社
栄
電
社

第２回定例会　こんなことが決まりました！

QⒶ

【
報
告
】

・
平
成
30
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
明
許
費
計
算
書

　
　

平
成
31
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
す

　

る
予
算
に
つ
い
て
報
告
。
プ
レ
ミ
ア

　

ム
付
き
商
品
券
事
業
、
江
差
小
学
校

　

電
話
設
備
更
新
。
１
６
９
万
１
千
円

　

を
繰
越
。

・
土
地
開
発
公
社
に
か
か
る
経
営
状
況

　
　

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
資

　

料
で
提
出
。

【
承
認
】

・
税
条
例
等
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分

　
　

町
民
税
関
連
は
、
単
身
児
童
扶
養

　

者
の
町
民
税
非
課
税
措
置
の
対
象
追

　

加
や
、
軽
自
動
車
税
関
係
で
は
、
グ

　

リ
ー
ン
化
特
例
の
減
税
の
対
象
要
件

　

の
段
階
的
絞
り
込
み
、
４
年
間
延
長
、

　

環
境
性
能
割
を
臨
時
的
に
１
％
軽
減

　

控
除
対
象
と
す
る
な
ど
の
改
正
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

の
専
決
処
分

　
　

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
、
低

　

所
得
者
に
対
す
る
軽
減
の
拡
大
策
と

　

し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
応
益
割

　

の
２
割
軽
減
、
並
び
に
５
割
軽
減
の

　

対
象
の
積
算
す
る
際
の
単
価
を
そ
れ

　

ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
。

議会だより３



議会だより ４

意 見 書 を 提 出
　６月定例会では16件の意見書を提出し、12件を可決、関係行

政機関へ提出しました。

◆日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見

　書

◆2019年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

◆2020年度地方財政の充実・強化を求める意見書

◆「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障義

　務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元 、教職

　員の超勤・多忙化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意

　見書

◆新たな過疎対策法の制定に関する意見書

◆「労働者協同組合法案」の早期制定を求める意見書

◆信頼される政府統計を目指してさらなる統計改革を求める意

　見書

◆児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書

◆「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的な

　高校統廃合を行わないことを求める意見書

◆特別支援学級の設置基準の策定、及び、特別支援学級の学級

　編制標準の改善を求める意見書

◆高齢に伴う難聴者の補聴器購入に公的補助制度の創設を求め

　る意見書

◆子どもに係る国民健康保険均等割保険料の負担軽減策を求め

　る意見書

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

五
議
員
が
町
政
を
問
う

　定例会で次のとおり、町長が行政報告をしました。

【町　長】

１　平成３０年度各会計決算見込みについて

　歳入総額　５４億３，７３３万５千円

　歳出総額　５３億４，４１９万３千円

　歳入歳出差引　　９，３１４万２千円

　繰越明許費繰越しを差し引いた実質収支は９，２５０万４

千円で４，７００万円を財政調整基金に積立、残額は繰越

金。

２　平成３０年度水道事業会計決算概要について

　営業収益　　２億７，０１７万２千円

　営業費用　　２億８，２０７万５千円

　営業外収益　１億７，２５３万９千円

　営業外費用　　　６，４９０万６千円

　当年度純利益　　９，５５４万３千円

　年度末欠損処理額　８，６２０万５千円

３　寄付採納について

・江差ライオンズクラブ　会長　滝沢富人様

　６０組のノート・鉛筆の学用品（新入学児童へ）

・絵本作家　千葉千恵子様

　絵本９冊（情操教育の一環として）

第 2 回 定 例 会  行 政 報 告



議会だより５

6 月定例会　一般質問 塚本　眞 議員（無会派）

　

第
１
期
江
差
町
子
ど
も
未

来
応
援
計
画
（
江
差
町
子
ど

も
貧
困
対
策
推
進
計
画
）
を

２
０
２
０
年
に
向
け
て
策
定

す
る
計
画
で
あ
る
。
報
告
書

の
中
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

生
活
貧
困
世
帯
の
割
合
が
非

常
に
高
い
実
態
が
判
明
。
貧

困
世
帯
の
支
援
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
各
種
支
援
策
を

計
画
策
定
時
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
当
然
各
種
支
援
策
を
講

ず
る
も
の
と
思
う
が
、
一
日

も
早
く
打
ち
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　

昨
年
度
町
が
実
施

し
た
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

の
生
活
実
態
調
査
に
お
い

て
、
調
査
対
象
世
帯
の
11
．

６
パ
ー
セ
ン
ト
、
世
帯
類
型

別
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

45
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
活
貧
困

世
帯
に
該
当
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
国
は
、
平
成
28
年

度
に
国
民
生
活
基
礎
調
査
を

実
施
。
子
ど
も
の
貧
困
率
は

13
．
９
パ
ー
セ
ン
ト
。
ひ
と

り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
50
．

８
パ
ー
セ
ン
ト
と
公
表
し
て

お
り
、
当
町
の
実
態
は
全
国

平
均
値
よ
り
も
若
干
下
回
っ

た
状
況
に
あ
る
。
町
は
実
態

を
踏
ま
え
、
貧
困
の
状
態
に

あ
る
子
ど
も
達
と
支
援
を
結

び
つ
け
る
新
た
な
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
計
画
を
、
第

２
期
江
差
町
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
と
合
わ
せ

て
、
本
年
度
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
計
画
策
定
に

先
ん
じ
た
支
援
策
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
行
政
の
み
の
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
の

多
様
な
団
体
や
事
業
者
、
教

育
機
関
、
行
政
機
関
等
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
支
援
策
の

構
築
が
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
今
年
度
、

支
援
策
等
を
含
め
た
計
画
を

策
定
し
た
い
。
現
在
、
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
各
関
係
課
が
取
り
組
ん

で
い
る
第
１
期
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
も
、
周
知
並
び
に
相
談
体

制
の
充
実
に
意
を
注
い
で
い

き
た
い
。

　

今
ま
で
も
各
種
支
援

策
は
あ
る
が
、
貧
困
世
帯
の

方
々
が
理
解
し
て
い
な
く
、

制
度
を
十
分
活
用
で
き
て
な

い
方
も
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
貧
困
世
帯
の
方
が
、
支

援
を
受
け
る
と
い
う
の
は
、

一
般
的
に
は
心
苦
し
い
部
分

も
あ
る
。
し
っ
か
り
と
制
度

を
ま
ず
理
解
さ
せ
、
ま
だ
運

用
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
が
あ

れ
ば
そ
れ
を
活
用
し
、
自
立

で
き
る
よ
う
に
新
た
な
支
援

計
画
を
た
て
な
が
ら
、
並
行

し
て
、
次
の
政
策
の
設
定
を

早
急
に
と
考
え
る
が
。

　

現
在
、

第
１
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
中
で
、
約
70

に
渡
る
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
町
民
福
祉
課
の
み
な
ら

ず
、
関
係
課
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
の
中
で
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。
ご
指
摘
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
事

業
で
、
ま
だ
十
分
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
中
で
、
機
会
を
み
な
が

ら
、
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
次
期
計
画
に
向

け
て
、
関
係
各
課
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
新
た
な
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に

お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
必
修
化
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
生
活
の
様
々
な
面
で
活
用

さ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い

て
、
Ａ
Ｉ
と
か
Ｉ
Ｔ
が
常
に

新
聞
を
賑
わ
し
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
早

く
か
ら
理
解
し
、
今
後
の
社

会
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

既
に
本
年
よ
り
３
割
の
町
村

で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
を
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

江
差
町
に
お
け
る
取
り
組
み

状
況
、
来
年
に
向
け
た
対
応

は
。

　

文
部
科
学
省
作

成
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
手
引
き
や
、
北
海
道
教
育

委
員
会
か
ら
も
定
期
的
に
情

報
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
各

学
校
は
、
そ
れ
ら
を
参
考
に

移
行
措
置
期
間
で
あ
る
昨
年

度
よ
り
自
主
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
２
月
に
は
、
教
育
委

員
会
主
催
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
利

用
し
た
研
修
会
を
実
施
。
ま

た
、
今
年
度
８
月
に
市
町
村

教
育
委
員
会
連
携
研
修
講
座

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
題
材
に
、
北
海
道
立
教
育

研
究
所
よ
り
講
師
を
招
い

て
、
全
小
学
校
教
員
を
対
象

の
研
修
会
を
予
定
し
て
い

る
。
各
小
学
校
で
は
、
今
年

度
よ
り
、
徐
々
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業

を
実
施
し
て
い
く
予
定
。
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、
工

夫
に
よ
り
様
々
な
指
導
方
法

が
あ
る
。
全
国
の
実
践
例
な

ど
も
参
考
に
し
、
校
内
研
修

を
深
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。　

新
し
い
科
目
が
増
え
、

非
常
に
教
員
の
負
担
が
増
え

て
る
と
同
時
に
、
慣
れ
て
な

い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

先
生
方
だ
け
に
全
面
的
に

任
せ
る
と
い
う
の
は
非
常
に

難
し
い
点
が
あ
る
。
道
南
の

情
報
学
科
を
持
っ
て
る
大
学

の
、
い
ろ
ん
な
支
援
を
受
け

て
、
更
な
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
、
子
ど
も
達

が
楽
し
く
理
解
で
き
る
、
そ

う
い
う
手
法
も
十
分
考
え
ら

れ
る
と
思
う
が
。　

既
に
函

館
教
育
大
学
か
ら
、
専
門
の

先
生
に
よ
る
研
修
等
を
実
施

で
き
る
と
の
相
談
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
研
修
を

そ
の
先
生
に
お
願
い
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
は
、
高
度

な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

「
子
ど
も
子
育
て
家
庭
の
生
活
実
態

　

調
査
報
告
書
を
受
け
た
今
後
の
対
応
は
」

「
小
中
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
」

教員によるプログラミング教育学習

町
長

再

町
民
福
祉
課
長

教
育
長

再学
校
教
育
課
長
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高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

交
通
事
故
が
大
変
多
い
。
原

因
は
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
、
誤
作
動
に

よ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て

い
る
。
国
も
安
全
装
置
の
開

発
や
装
着
を
目
指
し
た
り
、

関
係
法
令
の
整
備
を
進
め
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
当

町
の
事
案
や
運
転
免
許
証
返

納
の
実
態
を
伺
う
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
が

少
な
い
地
方
の
町
は
、
運
転

免
許
証
返
納
に
対
す
る
、
代

替
え
交
通
機
関
の
確
保
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
緊
急
の
課
題

で
あ
る
。
知
内
町
で
は
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
導
入
し
た
り
、

鹿
部
町
で
は
国
の
半
額
補
助

を
頂
き
な
が
ら
、
町
内
を
循

環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
の
実
証
運
行
を
実
施
を
し

た
と
い
う
報
道
も
あ
る
。
全

国
の
自
治
体
が
こ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
当
町
で

も
対
策
が
急
が
れ
る
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　

町
内
の
事
案
は
、

全
体
の
事
故
件
数
か
ら
の
割

合
で
、
平
成
29
年
度
で
19
．

８
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
30
年

度
で
21
．
１
パ
ー
セ
ン
ト
。

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

は
、
平
成
29
年
度
、
江
差
町

民
は
９
名
、
平
成
30
年
度
で

は
７
名
で
、
本
年
度
は
既
に

４
名
が
返
納
。

　

町
と
し
て
は
、
地
域
の
公

共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
手
段
も
含

め
、
第
６
次
江
差
町
総
合
計

画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
、

全
体
的
な
議
論
を
深
め
た
い
。

　

数
的
に
は
少
な
い

が
、
本
人
も
運
転
に
不
安
が

あ
り
、
で
き
れ
ば
返
納
し
た

い
と
い
う
家
庭
が
多
い
。
だ

が
、
や
は
り
車
が
無
け
れ
ば

生
活
で
き
な
い
と
い
う
の
が

実
態
。
現
在
で
も
江
差
町
に

は
各
種
制
度
が
あ
る
が
、
こ

れ
を
知
ら
な
い
家
庭
も
多
く
、

広
報
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
総
合
的
に
は
第
６

次
総
合
計
画
の
中
で
と
の

答
弁
だ
が
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

現
在
の

制
度
は
、
町
の
広
報
で
周
知

を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
は
６
月
下

旬
に
第
１
回
目
の
策
定
審

議
会
。
12
月
に
は
あ
る
程

度
の
素
案
を
。
来
年
１
月
以

降
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
頂
き
、
３
月
に
議
会
に

議
決
を
頂
く
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
。

　

今
年
、
江
差
高
校
は
２
間

口
と
な
っ
た
。
特
に
江
差
か

ら
の
入
学
者
が
大
幅
に
減

り
、
要
因
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
進
学
者
が
か
な
り
出
た
と

い
う
。
町
教
育
委
員
会
と
し

て
、
今
後
の
見
通
し
や
３
間

口
確
保
に
向
け
た
対
策
は
。

　

道
教
委
の
公
立
高
校
統
廃

合
の
指
針
に
よ
る
と
、
単
に

生
徒
数
の
減
少
だ
け
で
間
口

を
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
需
要
が
勘
案
さ

れ
、
特
に
地
元
の
高
校
を
存

続
さ
せ
る
と
い
う
、
地
元
自

治
体
の
強
い
熱
意
が
求
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
差

高
校
は
町
の
中
心
部
か
ら

通
学
す
る
定
期
バ
ス
代
が

１
万
４
千
円
ほ
ど
か
か
り
、

全
生
徒
の
８
割
が
自
家
用
車

で
通
学
し
て
い
る
。
交
通
安

全
上
か
ら
も
、
通
学
バ
ス
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

平
成
31
年
度
は

１
間
口
が
減
と
な
っ
た
。
道

高
校
配
置
計
画
で
は
、
次
年

度
以
降
も
減
と
な
っ
た
間
口

数
で
募
集
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
る
。
来
年
度
は
、

中
学
卒
業
者
数
の
増
が
見
込

ま
れ
、
例
年
通
り
の
進
学
率

で
あ
れ
ば
、
希
望
す
る
生
徒

が
入
学
で
き
な
い
状
況
に
な

り
、
経
済
的
負
担
が
増
大
す

る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
た

め
、
近
隣
４
町
長
連
名
で
、

１
間
口
増
に
つ
い
て
の
要
望

書
を
道
教
育
委
員
会
教
育
長

に
直
接
提
出
し
た
。
来
年
度

の
計
画
は
、
９
月
に
正
式
決

定
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

10
年
間
の
卒
業
者
数
の
見
込

は
、
50
人
台
か
ら
40
人
程
度

に
減
少
す
る
推
計
で
、
こ
の

間
に
お
い
て
１
間
口
減
は
避

け
ら
れ
な
い
も
の
と
推
測
さ

れ
る
が
、
魅
力
あ
る
高
校
作

り
の
た
め
、
地
域
と
高
校
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

バ
ス
代
の
補
助
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

　

バ
ス
利
用
は
、
第
６
次
江

差
町
総
合
計
画
の
策
定
段
階

で
検
討
議
論
さ
れ
る
。

　

今
年
は
特
殊
事
情
に

よ
り
２
間
口
に
な
っ
た
が
、

来
年
以
降
は
普
通
に
戻
る
。

中
学
校
卒
業
し
て
も
地
元
高

校
に
入
れ
な
い
と
い
う
事
案

は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
道
教
委
も
地
元
の
熱
意

を
み
て
る
わ
け
だ
か
ら
、
交

通
費
の
補
助
や
、
陳
情
活
動

は
、
強
力
に
推
し
進
め
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
如
何
か
。

　

魅
力
向
上
の
た

め
江
差
高
校
、
地
元
の
４
町

の
教
育
長
と
も
話
し
合
い
を

し
、
検
討
し
た
い
。

交通安全の呼び掛け

「
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

　
　
　

運
転
免
許
証
の
返
納
対
策
」

「
江
差
高
校
の
間
口
削
減
と

　
　

そ
の
対
応
や
諸
課
題
に
つ
い
て
」

　

町
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る

お
買
い
物
バ
ス
導
入
は
、
商

店
街
の
活
性
化
、
振
興
対
策

と
し
て
、
多
く
の
商
店
関
係

者
が
期
待
を
し
て
お
り
、
早

急
な
実
施
が
待
た
れ
る
。
た

だ
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
地
方
の
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討

す
る
べ
き
で
、
第
６
次
総
合

計
画
だ
け
で
な
く
、
先
行
し

て
検
討
を
し
て
い
く
時
期
だ

と
考
え
て
い
る
が
。

　

総
合
計
画
策
定
段

階
に
お
い
て
、
全
体
的
な
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

よ
っ
て
、
乗
車
率
も
高
ま
る

し
、
高
齢
者
や
買
い
物
難
民

に
喜
ば
れ
る
た
め
、
導
入
を

目
指
す
べ
き
で
は
。

　

人
口
が

減
っ
て
い
く
と
、
移
動
サ
ー

ビ
ス
や
移
動
そ
の
も
の
が

縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
総
合
計
画
の
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
重
要
改
善
分
野
と
位
置

付
け
さ
れ
て
い
る
。
総
合
的

に
議
論
を
深
め
た
い
。

「
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
の

　  
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

教
育
長

教
育
長

再

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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第
２
期
の
総
合
戦
略
策
定

が
控
え
て
い
る
。
１
期
目
の

取
り
組
み
、
及
び
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

１
つ
目
。
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
促
進
に
向
け
た
、
こ
の
間

の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
第

２
期
に
向
け
た
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
の
取
り
組
み
は
。

　

２
つ
目
。
移
住
定
住
対
策
、

住
環
境
整
備
等
空
き
家
空
き

店
舗
バ
ン
ク
登
録
制
度
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

　

こ
の
間
の
代
表
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
が
挙

げ
ら
れ
る
。
協
力
隊
を
経

て
、
江
差
町
内
に
就
労
し
て

い
る
方
が
２
名
、
ま
た
、
現

在
活
動
中
の
隊
員
が
３
名
お

り
、
い
ず
れ
の
隊
員
に
つ
い

て
も
、
将
来
本
町
に
定
住
を

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
。
一
方
で
、
現
役
世
代
の

方
々
が
地
方
で
暮
ら
す
た
め

に
は
、
働
く
場
所
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
と
い
う
点
の
み

な
ら
ず
、
都
市
部
と
の
給
与

格
差
、
仕
事
の
質
と
い
っ
た

課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
第
２
期
の
総
合
戦
略
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
１

期
目
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
検
証
す
る
と
と
も
に
、

大
き
な
企
業
の
誘
致
と
い
っ

た
視
点
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
小
さ
な
拠
点
作
り
と

い
っ
た
視
点
へ
と
シ
フ
ト
し

な
が
ら
、
働
き
方
改
革
に
代

表
さ
れ
る
、
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
環

境
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
、

種
々
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

次
に
空
き
家
バ
ン
ク
は
、

こ
れ
ま
で
平
成
28
年
度
に
空

き
家
実
態
調
査
を
行
い
、
平

成
29
年
度
で
危
険
空
き
家
と

利
用
可
能
な
空
き
家
の
分
類

及
び
把
握
を
し
、
平
成
30
年

度
に
は
特
定
空
き
家
を
選
定

し
た
。
本
年
度
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
の
構
築
を
図
る

た
め
、
役
場
庁
舎
内
の
検
討

委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
、

仕
組
み
作
り
を
行
う
。

　

空
き
店
舗
に
関
し
て
は
、

空
き
店
舗
等
再
生
促
進
事
業

と
し
て
、
江
差
町
ま
ち
づ
く

り
推
進
交
付
金
を
創
設
し
、

こ
れ
ま
で
３
件
が
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
創
業
し
た
。

今
後
も
、
事
業
展
開
の
推
進

を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　

問
題
点
は
、
江
差
町

で
安
定
し
た
仕
事
が
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
、

第
一
期
の
策
定
時
に
は
、
メ

イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
Ｕ

タ
ー
ン
、
い
わ
ゆ
る
江
差
町

か
ら
出
て
、
戻
っ
て
く
る
方

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
き
た
が
、
江
差
町
か
ら
出

て
い
く
若
者
は
約
４
割
く
ら

い
が
札
幌
に
行
っ
て
し
ま

う
。
若
者
の
定
着
、
人
材
確

保
と
し
て
、
関
東
圏
な
ど
の

自
治
体
で
は
、
家
賃
補
助
制

度
な
ど
が
積
極
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
家
賃
負
担
は
大

変
な
出
費
で
、
そ
の
若
者
の

多
く
が
奨
学
金
の
返
済
ま
で

抱
え
て
い
る
と
い
う
状
況
。

そ
う
い
う
若
い
世
代
を
支
え

よ
う
と
自
治
体
が
独
自
に
暮

ら
し
を
応
援
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
若
い
世
代
や
新

婚
世
帯
等
を
対
象
に
し
た
、

江
差
町
独
自
の
魅
力
的
な
支

援
策
を
考
え
る
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
は
今
年

度
、
国
の
わ
く
わ
く
地
方
生

活
実
現
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
基
づ
く
、
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
て
、
道
内
の
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

起
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
、
起
業
支
援
金
と
し
て
補

助
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の

実
現
性
を
高
め
る
た
め
、
伴

走
支
援
を
行
う
地
域
課
題
解

決
型
起
業
支
援
事
業
を
実

施
し
、
こ
れ
ら
の
活
用
の
情

報
発
信
等
を
行
っ
て
き
た
。

　

募
集
期
間
が
７
月
16
日

ま
で
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
行

う
予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

先
般
、

第
２
期
総
合
戦
略
の
国
の

方
針
が
示
さ
れ
、
東
京
一
極

集
中
の
是
正
は
な
さ
れ
て

な
い
。
あ
る
い
は
再
集
中
し

て
る
と
い
う
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
国
は
、
な

か
な
か
都
市
部
か
ら
地
域

に
人
が
来
る
と
い
う
の
は

難
し
い
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
始
め
、
関
係
人
口
と

い
う
言
葉
を
最
近
非
常
に

使
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
町

に
一
度
住
ん
だ
方
、
携
わ
っ

た
方
々
を
し
っ
か
り
捕
ま

え
な
さ
い
と
い
う
の
が
第

２
期
の
柱
に
な
る
。
若
い
世

代
へ
の
家
賃
補
助
、
あ
る
い

は
、
道
で
行
っ
て
い
る
起
業

支
援
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
積
極
的
に
は
行
っ
て

い
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら

の
総
合
戦
略
、
総
合
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
は
、
超
高

齢
化
社
会
が
す
ぐ
目
の
前

に
あ
り
、
今
ま
で
の
当
た
り

前
が
、
当
た
り
前
で
な
く
な

る
と
い
う
時
代
に
向
い
、
ど

う
対
応
を
し
て
い
く
か
が

大
事
な
視
点
。
江
差
特
有
の

仕
組
み
を
し
っ
か
り
作
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
結

果
と
し
て
、
江
差
に
人
が
集

ま
る
要
因
に
な
る
。
い
ろ
ん

な
支
援
策
も
あ
る
が
、
そ
の

前
に
、
こ
の
町
で
暮
ら
し
て

良
か
っ
た
と
い
う
環
境
を

作
る
こ
と
が
、
喫
緊
の
課

題
、
早
く
手
を
打
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

転
出
者
へ
年
に
一

度
で
も
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
い
か
が
で

す
か
と
い
う
こ
と
を
提
案

す
る
。
ま
す
ま
す
関
係
人
口

を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
る
が

如
何
か
。

　

関
係
課

と
ど
う
い
う
使
い
方
、
声
掛

け
が
あ
る
か
議
論
し
て
い
く
。函教大も出店した「江差いにしえバル街」

「
江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
」

町
長

再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

再
再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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江
差
は
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が

息
づ
く
町
と
し
て
、
日
本
遺

産
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

一
昨
年
あ
た
り
か
ら
、
ニ
シ

ン
が
取
れ
だ
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
観
光
客
は
も
と
よ

り
、
町
民
で
も
手
軽
に
味
わ

え
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
ニ
シ
ン
が
取
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
町

民
も
い
る
。
最
近
、
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
か

ら
、
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
た
が
、

そ
れ
が
直
接
消
費
に
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
チ
ラ
シ
も
早
い
時
期

に
出
す
べ
き
で
遅
い
。
そ
こ

で
、
か
も
め
島
祭
り
の
炉
端

焼
で
、
ニ
シ
ン
の
活
用
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
大
勢
の
人

が
集
り
、
ニ
シ
ン
の
存
在
も

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
味

わ
う
こ
と
に
よ
り
消
費
に
も

繋
が
る
、
最
大
の
効
力
が
あ

る
と
思
う
が
如
何
か
。

　

ま
た
、
ニ
シ
ン
の
振
興
対

策
を
町
と
し
て
、
産
業
振
興

の
面
に
加
え
な
が
ら
、
観
光

宣
伝
の
点
で
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

　

ニ
シ
ン
活
用
の
第

一
歩
と
し
て
、
江
差
の
前
浜

で
漁
獲
さ
れ
た
ニ
シ
ン
を
、

観
光
客
等
に
年
間
を
通
し
て

味
わ
っ
て
頂
け
る
よ
う
冷
凍

保
管
し
、
町
内
小
売
店
で
販

売
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

を
機
に
販
路
拡
大
と
高
付
加

価
値
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ぷ
ら
っ
と
江
差
」

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
江

差
産
ニ
シ
ン
を
加
工
し
た

甘
露
煮
に
よ
る
ニ
シ
ン
蕎
麦

を
、
ほ
ぼ
通
年
で
食
べ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
５
月
に
は
糠

ニ
シ
ン
を
使
用
し
た
、
ニ
シ

ン
三
平
汁
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
、
江
差
産
ニ
シ
ン
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
る
。
観
光
面
で

の
活
用
は
、
北
海
道
教
育
大

学
函
館
校
の
学
生
が
、
江
差

い
に
し
え
バ
ル
街
で
出
店
す

る
に
あ
た
り
、
江
差
産
ニ
シ

ン
を
活
用
す
る
と
伺
っ
て
い

る
。
ま
た
、
か
も
め
島
ま
つ

り
で
も
、
主
催
者
側
が
前
向

き
に
提
供
を
検
討
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
。

　

地
元
水
産
業
が
厳
し
い
昨

今
、
資
源
が
増
え
つ
つ
あ
る

ニ
シ
ン
を
地
元
で
利
活
用

し
、
消
費
す
る
こ
と
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
が
大
切
で
あ
る
。
一
部

で
は
、
江
差
産
ニ
シ
ン
は
脂

が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
適
し
た
調
理
法
で
そ
の

美
味
し
さ
を
引
き
出
す
商
品

開
発
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

町
民
や
観
光
客
に
魅
力
あ
る

産
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　

ニ
シ
ン
に
対
す
る
宣

伝
は
少
な
い
。
５
月
の
連
休
、

巨
大
な
ニ
シ
ン
の
ぼ
り
が
空

に
舞
い
、
そ
の
下
で
ニ
シ
ン

ま
つ
り
と
称
し
て
、「
ぷ
ら
っ

と
」
の
前
で
火
を
お
こ
し
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
か
焼
い
て
、

こ
こ
に
塩
し
た
ニ
シ
ン
を
焼

く
な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は

来
年
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

今
時
点

で
お
答
え
で
き
る
も
の
は
な

い
が
、
ニ
シ
ン
の
三
平
汁
を

出
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
観

光
客
は
敬
遠
さ
れ
ま
す
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
地
元
の
方

が
食
べ
て
下
さ
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
す
ぐ
繋
げ
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
地
道
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
北
海
道

江
差
観
光
み
ら
い
機
構
で

も
、
新
た
な
ニ
シ
ン
を
使
っ

た
商
品
開
発
に
向
け
て
動
い

て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い

る
。
そ
ち
ら
の
方
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　

民
謡
の
王
様
江
差
追
分
、

歌
い
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
大
切
な
文
化
財
産
で

す
。
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
全
国
大
会
の
名

称
を
他
に
使
用
さ
れ
な
い
よ

う
、
特
許
庁
へ
の
商
標
登
録

が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も

登
録
が
継
続
さ
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
。

　

更
新
は
10
年
毎

で
、
今
年
の
12
月
に
再
度
更

新
が
必
要
。
江
差
追
分
会
に

お
い
て
、
更
新
手
続
き
を
す

る
。

「
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ
く
町

　
　
　   
と
し
て
の
取
り
組
み
は
」

「
江
差
追
分
全
国
大
会
の

　
　
　
　  

商
標
登
録
に
つ
い
て
」

　

入
学
生
の
一
覧
表
を
見
た

と
き
、
江
差
の
生
徒
が
少
な

い
と
驚
い
た
。
こ
の
要
因
は

な
ん
な
の
か
、
と
て
も
疑
問

に
思
っ
た
。
子
ど
も
の
希
望

や
親
の
考
え
、
中
学
校
の
進

路
指
導
、
意
見
な
ど
、
三
者

の
よ
り
深
い
話
し
合
い
は
本

当
に
大
事
だ
と
思
う
が
、
そ

の
前
に
、
地
元
の
高
校
の
良

さ
、
伝
統
と
か
特
徴
と
か
を

も
っ
と
知
る
機
会
を
作
り
、

地
元
の
高
校
に
対
す
る
親
し

み
と
か
、
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
方
策
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
中
学
校
と
高
校
間

の
連
携
、
地
域
と
の
連
携
と

か
、
取
り
組
ん
で
い
る
事
、

こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
か
。
町
内
の

中
学
校
へ
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
伺
い
た
い
。

　

現
在
、
江
差

高
校
の
生
徒
募
集
、
魅
力
発

信
の
取
り
組
み
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
の

ほ
か
、
学
校
案
内
、
鴎
陵
だ

よ
り
、
江
高
新
聞
等
を
発
行

し
、
学
校
情
報
を
発
信
し
て

い
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

学
校
に
対
し
、
秋
口
に
は
中

学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
学

校
見
学
会
、
年
末
に
中
学
２

年
生
を
対
象
に
、
自
校
卒
業

生
と
江
差
高
校
の
教
員
が
一

緒
に
学
校
訪
問
を
し
、
高
校

生
活
の
様
子
や
説
明
会
を
開

催
し
な
が
ら
、
江
差
高
校
の

魅
力
と
特
色
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
し
て
頂
く
た
め
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
小
学

生
を
対
象
に
し
た
学
校
体
験

会
や
保
護
者
説
明
会
の
開
催

な
ど
も
検
討
中
と
の
こ
と
。

　

今
後
は
、
地
元
、
町
、
教

育
委
員
会
と
江
差
高
校
が
定

期
的
に
意
見
交
換
を
行
う
場

を
設
け
、
地
元
か
ら
期
待
さ

れ
る
高
校
、
魅
力
あ
る
高
校

作
り
の
た
め
の
話
し
合
い
を

行
う
予
定
。

「
江
差
高
校
の
３
間
口
確
保
に
つ
い
て
」

かもめ島まつりで提供された
ニシンの煮付け

町
長

教
育
長

町
長

再

追
分
観
光
課
長
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移
動
困
難
者
制
約
者
に
つ

い
て
、
ニ
ー
ズ
と
課
題
を
把

握
し
た
う
え
で
の
３
月
議
会

で
の
答
弁
だ
っ
た
の
か
。
町

長
も
同
様
の
認
識
か
。

　

必
要
な
交
通
手
段
の
導
入

協
議
を
行
う
に
は
、
具
体
的

な
情
報
、
地
域
の
移
動
ニ
ー

ズ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
現
時
点
で
、

ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
福
祉
側
か
ら
の
情

報
共
有
と
ど
う
い
う
論
議
が

さ
れ
て
き
た
の
か
伺
う
。

　

移
動
手
段
の
実
態

把
握
は
必
要
と
認
識
し
て
い

る
が
、
全
て
の
方
を
確
認
す

る
の
は
困
難
。
協
力
を
得
な

が
ら
状
況
把
握
に
努
め
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
や
ニ
ー

ズ
等
を
把
握
し
き
れ
て
い
な

い
。
第
６
次
総
合
計
画
等
の

策
定
段
階
に
お
い
て
、
将
来

の
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え

た
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
在
り
方
を
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
議
論
し
て

参
り
た
い
。

　

タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
対
策

だ
け
で
は
、
困
難
を
解
決
で

き
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
め
て
頂
き
た
い
。

　

福
祉
有
償
運
送
の
事
業

体
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
如

何
か
。

　

鋭
意
把

握
に
努
め
て
い
る
。

　

民
間
が

色
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。
ま
ず
介
護
保
険
の

総
合
支
援
事
業
に
申
請
を

し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
以

外
は
、
総
合
事
業
の
周
知

と
、
運
輸
支
局
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
で
検
討
し
た
い
。

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
の

ニ
ー
ズ
調
査
は
、
協
議
体
や

ま
ち
カ
フ
ェ
等
の
議
論
、
活

動
を
通
し
て
、
ど
う
課
題
、

問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
て
い
る
の
か
。

　

色
々
な
要
望
等
が

あ
る
が
、
地
域
、
協
議
体
、

ま
ち
カ
フ
ェ
等
で
の
活
動

で
、
で
き
る
こ
と
を
み
つ
け
、

町
民
が
主
体
と
な
り
、
解
決

に
向
け
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
具
体
的
な
支

援
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
。

　

い
ろ
ん
な
論
議
を
し

て
い
る
が
、
目
に
見
え
る
方

法
論
を
出
す
べ
き
だ
と
思

う
。
担
当
課
の
考
え
は
。

　

取
り
組

み
が
若
干
遅
れ
て
い
る
と

い
う
点
は
否
め
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
っ

て
お
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

な
っ
て
い
る
。
８
期
計
画
に

盛
り
込
み
な
が
ら
取
り
進

め
た
い
。　

　

訓
練
は
短
い
期
間
で
、
町

内
会
が
主
体
と
な
り
、
町
に

援
助
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
で
き
な
い
か
。

　

条
件
の
悪
い
時
に
地
域
の

協
力
を
得
て
で
き
な
い
か
。

　

拠
点
に
は
、
災
害
備
蓄
品

を
計
画
的
に
備
蓄
す
べ
き
。

　

集
会
所
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

　

各
々
の
町
内
会
に

一
層
の
呼
び
か
け
を
し
、
連

携
し
て
の
訓
練
実
施
を
継
続

し
た
い
。

　

積
雪
寒
冷
期
で
の
避
難
所

開
設
を
課
題
と
捉
え
て
お

り
、
必
要
性
も
感
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け
て

努
め
て
い
き
た
い
。

　

災
害
の
種
類
等
に
よ
り
避

難
所
を
固
定
で
き
な
い
。
効

率
性
を
考
え
て
指
定
し
た
避

難
所
に
備
蓄
品
を
搬
入
す
る

こ
と
で
対
応
し
た
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
今
の
11
基
か
ら

増
設
し
て
設
置
す
べ
き
な
の

か
ど
う
か
も
含
め
、
町
全
体

と
し
て
考
え
た
い
。

　

正
規
職
員
と
同
等
の
職
務

内
容
の
非
正
規
職
員
は
い

る
。
職
務
内
容
が
同
等
だ
と

い
う
場
合
は
正
規
職
員
化
を

進
め
る
こ
と
。

　

条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、

非
正
規
職
員
に
対
し
て
の
賃

金
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ

な
ど
の
不
利
益
変
更
は
行
わ

な
い
。
切
り
下
げ
る
と
い
う

こ
と
を
さ
せ
な
い
。
し
な
い
。

　

正
規
職
員
と
の
同
一
労
働

同
一
賃
金
で
、
こ
れ
に
向
け

た
自
治
体
の
努
力
を
続
け
る

こ
と
等
、
江
差
町
と
し
て
も

貫
徹
す
べ
き
だ
と
思
う
が
如

何
か
。　

正
規
職
員
化
は
困

難
で
あ
る
が
、
一
部
職
種
に

よ
っ
て
は
必
要
性
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
準
拠
し
た
賃
金
、
労
働
条

件
で
設
定
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。
条
例
の
制
定

に
あ
た
り
、
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
な
が
ら
整
備
す
る
。

　

職
務
の
内
容
や
責
任
の
程

度
は
常
勤
職
員
と
異
な
る
設

定
を
す
る
と
さ
れ
、
給
与
面

も
、
制
度
に
準
拠
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
。

　

条
例
提
案
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

本
年
12
月
議

会
に
提
案
す
べ
く
準
備
し
て

い
る
。

まちづくりカフェでの議論活用を

「
町
の
非
正
規
職
員
に
つ
い
て
」

「
高
齢
者
の
生
活
支
援

　
　
　
　

体
制
整
備
に
つ
い
て
」

「
移
動
困
難
者
制
約
者
の
実
態
把
握
を
」

「
防
災
体
制
の
着
実
な
強
化
を
」

町
長

再総
務
課
長

町
長

再高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

町
長

町
長



議会だより 10

常任委員会報告
社会文教常任委員会

『子育て支援に関する事務調査』

『北海道指定有形民俗文化財横山家の現状に関する事務調査』

　社会文教常任委員会（小林くにこ委員長）は、平成 30 年第４回定例会で事務調査をおこし、４回会議を開催し、担当課

の説明を求めるとともに、先進地行政視察を行い、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告した。

　子ども達は、次の世代を担う地域の宝である。人口減少社会の中において、子どもを産み育てる保護者に対して、江差

町に住んで良かったと実感でき、子ども達の笑顔があふれるまちづくりが重要と考える。

　そして、江差町に定住して頂く町を目指すことは重要施策と考える。平成 32 年度に第二期子ども子育て支援事業の策定

の時期を迎えることも踏まえ、本委員会では子育て支援に関する事務調査を立ち上げた。

　これらの調査結果について、次のとおり意見を付して提出する。

　＜意　見＞

１）保育所の中には、築 47 年を迎える老朽化施設があり、子育て環境として厳しい状況となっており、改築を含めた総合

　　的な保育所施設の運営の在り方を検討すべきである。

２）保護者の断続的な就労・通院・冠婚葬祭等による一時的に子どもの保育が困難になった場合等の一時保育を検討すべ

　　きである。

３）民間のボランティアサークルによる育児サークルは、保護者の交流や幼児の遊び場として大きな役割を果たしているが、

　　人手不足や育児スペース不足・遊具不足等の課題を抱え、開催日数も限られており、町で運営している「子育て支援

　　センター」と連携した、未就学の家庭保育をしている保護者と子どもの集える広場対策が必要である。

４）学童保育に際して、町立学童保育所に新たな支援員、補助員を配置し、預かり時間の延長を実施することは、保護者

　　からの要望が強く、早期の実施を期待したい。しかし、一部民間にて開設されている施設では、施設の老朽化が著しく、

　　児童の保育環境に支障をきたしており、早期の改善が求められる。

５）全国的に児童虐待が問題となっている。現時点において、江差町に

　　おいては、児童虐待は確認されていないが、子ども虐待に対する声

　　をすくい上げる機関として、一時的には学校や医療機関であるが、

　　それ以外の児童福祉関係機関にも通報できるような対策を講じてい

　　く必要がある。

６）民間の医療法人内での病児病後児保育サービスを実施している市も

　　あり、子どものみならず、父母に対する就労支援にもなっている。

　　江差町としても、今後の検討課題としていく必要がある。

先
進
地
行
政
視
察
で
質
疑
、
意
見
交

換
す
る
委
員

　社会文教常任委員会（小林くにこ委員長）は、平成 31 年第１回定例会で事務調査をおこし、３回会議を開催し、担当課

の説明を求めるとともに、現地行政視察を行い、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告した。

　北海道指定有形民俗文化財横山家当主横山敬三氏が逝去され、昨年５月より横山家が休館の状態であるが、江差町にお

ける重要な文化財であること、また、江差町民からも早期の開館を求める意見も出されている。  

このことを受けて、本委員会では北海道指定有形民俗文化財横山家の現状に関する事務調査を立ち上げた。 

＜意 見＞ 

１）教育委員会を中心に横山家相続代表者である横山弘氏と、横山家再開に向けた協議が、電話対応も含め多数回に上り

　協議がされているにも関わらず、未だ合意に至っていないことは、双方において課題の整理がなされていないと考える。 

　　また、口頭での協議では難しい側面もあり、書面での協議を重ねることが望ましい。

２）横山弘氏からは、横山家が今後は国指定の文化財として保存されるよう、町としての方向性が示されることを最優先

　に希望されている。

　　相続は完了していないが、歴史的文化財としての重要性を鑑み、保

　護と活用の観点からも、これを未来に残すための町としての考え方　

　や、行政としてできる支援策を早急に検討し、これを明確に提示する

　ことが必要と考える。

３）横山家の建物自体の老朽化がかなり進行している。特にハネダシ部

　分の傷みが大きく、早期の補修等の手立てをしなければ損壊する懸念

　がある。

　　重要な歴史を今に伝える横山家の保護・保存することを最重点課題

　として、横山家相続権者と町における協議の早期の進展を望むものである。

横
山
弘
氏
か
ら
横
山
家
の
現
状
を
聞

き
確
認
す
る
委
員
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出欠状況をお知らせします！
令和元年 5月 1日～令和元年 6月 30日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

　

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小

林

く

に

こ

（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 2 回 定 例 会 6月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

○

全 員 協 議 会
5月21日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

5 月 9 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
5月13日 ○ ○ ●

（私用） ○ ○

5月20日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会
5月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 を開催しました！
６月４日に開催した全員協議会について、その内容をお知らせします。

・公設卸売市場の運営の考え方について

　江差青果卸売市場㈱が運営しているが、厳しい経営状況。平成 29 年から運営資金の一部助成を行ってきた。現在の

状況を説明し、今後の対応について構築した段階で、改めて議会へ説明する。

・宿泊施設の整備計画の変更について

　事業者から一部用途変更の申し出があったことに伴い、事業精査し、宿泊事業者への説明会を経て、再度、議会へ

説明をする。

議会運営委員会　 『議会運営に関する事務調査』

福
島
町
議
会
で
意
見
交
換
す
る
委
員

　議会運営委員会（小野寺真委員長）は、平成 29 年第３回定例会で事務調査をおこし、13 回会議を開催し、各委員との協

議をするとともに、福島町議会の先進地行政視察を行い、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告した。

　議会運営員会として、下記意見をまとめた。７月には議員の改選があり、具体的な取り扱いについては、次期の議会と

議会運営委員会に委ねることになる。

＜意　見＞

１）全員協議会のあり方について

　　他の自治体事例も参考にしながら、要項等策定し、より円滑で活発な全員協議会をすすめるべきと考える。

　　その際、特定の重要課題に対する議員間の意見交換や自由討議のあり方など、検討すべき課題である。

２）一般質問答弁事項の追跡調査・追跡質問、議会報告会について

　　一般質問答弁事項の追跡調査・追跡質問や議会報告会については、議員会の議員研修会においても有効性は議員間で

　　認識は一致したと思う。引き続き、検討課題と考える。

３）具体的事例検討から

　　①陳情書の取り扱いについて

　　　会議規則以外に、取り扱いについての要項等がない。議会に提出

　　　された陳情書で、特に行政に対する具体的な要望等については、　

　　　要項等の策定が望まれる。

　　②連合審査会について

　　　江差町の議会では初めてと思われる連合審査会が検討されてきた

　　　が、まちづくりに関して、２つの常任委員会に関わる事例がこれ

　　　からも想定され、要項等の整備が望まれる。
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議会の動き
◆議会運営委員会（出席６名）

・議会運営に関する事務調査

◆檜山広域行政組合全員協議会

◆檜山広域行政組合第１回臨時会

◆南部桧山衛生処理組合全員協議会

◆南部桧山衛生処理組合第１回臨時会

◆江差町・上ノ国町学校給食組合全員協

　議会

◆江差町・上ノ国町学校給食組合第１回

　臨時会

◆議会運営委員会（出席６名）

・議会運営に関する事務調査

◆議会全員協議会

◆北海道町村議会議長会定期総会（議　

　長、札幌市）

◆第２回定例会

◆檜山地域振興協議会総会他（議長）

◆道町村議会議長会議員研修会（出席５

　名、札幌市）

◆檜山地域振興協議会要望活動（議長、

　札幌市）

◆議会広報特別委員会（出席５名）

・８月号議会だよりについて（１回目）

議会だより 12

　町議会議員として25年以上在職し功労のあった

室井正行議員が、北海道町村議会議長会から表彰

されました。
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8日　
　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することが

できます。

　町民の皆様が選んだ議員の活動状況や、町政の方

針などを議場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合の

いい時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

（問）議会事務局（☎52-6713）

議会を傍聴しましょう！
次の臨時会は８月下旬、定例会は９月です。
日程は町広報誌やホームページでお知らせします！

　
　7月6・7日に「かもめ島まつり」が開催されました。

表紙は「江差小学校鼓笛隊パレード」。子供たちの見

事な演奏に沿道から大

声援を受けておりま

した。また、「七夕

night」では子供たち

が作った灯篭を笑顔で

ニシンのぼりに並べて

いました。

今 号 の 表 紙

（議会広報特別委員会委員長　西海谷　望）

北海道町村議会議長会から功労表彰
室井　正行　議員

　
　６月25日、札幌コンベンションセンターを会場に全

道の議員研修会が行われ、５人の議員が出席しまし

た。講師は、政治評論家の有馬晴海氏が「どうなる？

今後の日本政治」、中央大学名誉教授の佐々木信夫氏

が「地方は変われるか～議会はどう変われるか、自治

体をどうかえるか～」について講演されました。
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令和元年度
北海道町村議会議員研修会に出席しました！


